
    

    

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

なかよし班活動 

歯科衛生指導 
空気をつかまえよう 

 9 月から、なかよし班での活動が始まりました。班長さんを中心に活動

のめあてを確認したり、一緒に遊んだりしました。 

 今年度は、子供たちの交流の機会が少ないのですが、「カードの書き方が

分からなかったら言ってね。」と、1年生にやさしく声をかける様子も見ら

れ、6年生がリーダーとして立派に役割を果たす姿をうれしく感じました。 

 4年生の理科で、閉じ込めた空気の体積と圧力

の関係を学習します。この日は、空気をつかまえ

ようと、大きなポリ袋を手に持ち思い思いの方法

で袋いっぱいに空気を集めていました。「押した

ら、思っていたより硬いね。」「軽いなあ。」「すぐ

に抜けていっちゃう。」 実験を通して、目に見え

ない空気の体積や弾力を感じ取っていました。 

 9月 3日、歯科衛生士の方に歯や歯茎の様子を見てい

ただきました。 

 A（しっかり磨けている）の判定を受けた子は、５０％

でした。昨年度より Aの割合は増えたのですが、残り半

数のお子さんに、磨き残しや夜更かしの傾向という指摘

もあり気になります。 

 今年度は、学級全体でのブラッシング指導は行いませ

んでしたが、感染を防ぎ免疫力を高めるためにも歯磨き

が有効だと言われています。 

 お子さんの結果をご覧になり、ご家庭でも歯磨きの声

掛けや仕上げ磨きをお願いいたします。 


